
情報収集、早めの行動

　

そ
の
た
め
、「
大
雨
警
報

が
出
て
も
、
水
害
は
な
い
と

安
心
し
て
避
難
し
な
い
人
が

一
定
数
い
る
。
特
に
高
齢
者

が
目
立
つ
。
そ
う
い
う
人
た

ち
を
い
か
に
避
難
さ
せ
る
か

が
課
題
」
と
話
す
。「
年
々

河
川
改
修
や
堤
防
整
備
が
進

み
、
川
の
状
況
も
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
被
害

が
な
か
っ
た
か
ら
と
言
っ

て
、
次
も
大
丈
夫
と
は
限
ら

な
い
」と「
正
常
バ
イ
ア
ス
」

を
指
摘
す
る
。

　

上
流
で
多
量
の
雨
が
降
る

と
、
時
間
差
で
、
下
流
で
は

雨
が
止
ん
だ
り
弱
ま
っ
た
り

し
て
い
て
も
増
水
の
危
険
は

高
ま
る
。
そ
こ
で
気
象
庁
の

「
流
域
雨
量
指
数
」
の
活
用

を
考
え
た
。
川
の
上
流
域
に

降
っ
た
雨
に
よ
っ
て
、
ど
れ

だ
け
下
流
の
対
象
地
点
の
洪

水
危
険
度
が
高
ま
る
か
を
把

握
す
る
指
標
。
洪
水
警
報
や

注
意
報
の
判
断
基
準
、「
洪

水
キ
キ
ク
ル
」
に
用
い
ら
れ

る
。「
過
去
の
経
験
だ
け
で

な
く
、
指
数
を
根
拠
に
早
め

に
避
難
す
る
よ
う
説
得
し
た

い
」
と
話
す
。

　

地
域
の
防
災
力
向
上
を
推

進
す
る
県
防
災
士
会
は
、
自

助
意
識
の
啓
発
や
自
治
会
や

学
区
単
位
の
防
災
計
画
作
成

に
参
画
支
援
す
る
。
防
災
士

に
な
っ
て
４
年
の
染
谷
さ
ん

も
精
力
的
に
活
動
す
る
。

　

染
谷
さ
ん
が
暮
ら
す
水
戸

市
城
東
地
区
は
那
珂
川
が
目

と
鼻
の
先
だ
が
「
生
ま
れ
て

か
ら
67
年
、
こ
の
地
が
水
害

に
遭
っ
た
記
憶
が
な
い
」。

２
０
１
９
年
10
月
の
台
風
19

号
で
も
川
の
水
は
堤
防
を
越

え
な
か
っ
た
。

と
い
っ
て
、
市
街
地
や
住
宅
地
も
水

害
の
リ
ス
ク
と
無
縁
で
は
な
い
。
下

水
道
の
排
水
能
力
を
超
え
た
雨
が
多

量
に
降
っ
た
時
に
起
こ
る
内
水
氾
濫

は
、
地
上
に
水
が
あ
ふ
れ
る
た
め
、

建
物
の
浸
水
や
道
路
の
冠
水
、
地
下

道
に
水
が
流
れ
込
む
、
マ
ン
ホ
ー
ル

の
蓋
が
吹
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
の
被

害
を
も
た
ら
す
。
平
場
で
あ
っ
て
も

内
水
氾
濫
が
起
こ
る
。
住
宅
密
集
地

な
ど
も
注
意
が
必
要
だ
。

　

大
雨
に
よ
り
川
が
増
水
し
水
位
が

上
昇
、
川
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
る
と
、

街
や
田
畑
、
平
地
な
ど
が
広
範
囲
に

浸
水
す
る
（
外
水
氾
濫
）
。
「
大
き
な

河
川
だ
け
で
な
く
中
小
河
川
や
水
路

な
ど
の
氾
濫
に
も
気
を
付
け
た
い
」

と
染
谷
さ
ん
。
「
大
雨
が
降
っ
て
い

る
の
に
、
川
や
田
ん
ぼ
、
用
水
路
の

様
子
を
見
に
行
く
こ
と
は
絶
対
に
し

な
い
で
」
と
強
い
口
調
で
話
す
。

　

川
や
水
路
の
近
く
で
は
な
い
か
ら

　

茨
城
県
防
災
士
会
県
央
エ
リ
ア
長

の
染
谷
吉
明
さ
ん
に
水
害
の
心
構
え

や
避
難
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て

聞
い
た
。
染
谷
さ
ん
は
情
報
収
集
を

怠
ら
ず
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
守

る
自
助
の
意
識
を
持
っ
て
、
早
め
の

行
動
を
呼
び
か
け
る
。
隣
近
所
の
方

に
も
声
を
掛
け
、
早
め
の
避
難
を
呼

び
か
け
て
ほ
し
い
と
訴
え
る
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム　

地
震
な
ど
の
突
発

型
の
災
害
に
比
べ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
か
ら
情
報
を

収
集
し
、
大
雨
や
台
風
の
情
報
は
事

前
に
状
況
を
把
握
で
き
る
。
気
象
庁

や
国
土
交
通
省
、
県
や
市
町
村
な
ど

が
災
害
気
象
情
報
を
発
信
し
て
お

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
雨
雲
の

動
き
や
河
川
の
水
位
の
上
昇
な
ど
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
分
か
る
。
情
報
を

基
に
、
早
め
に
備
え
る
こ
と
が
被
害

の
防
止
や
軽
減
に
つ
な
が
る
。

家
屋
対
策　

大
雨
や
強
風
の
前
に
、

屋
根
の
破
損
や
窓
の
ひ
び
割
れ
な
ど

を
補
修
す
る
。
排
水
口
や
側
溝
、
雨

ど
い
は
物
や
ご
み
が
塞
が
な
い
よ
う

に
す
る
。
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も

の
は
固
定
す
る
か
家
の
中
へ
し
ま

う
。
室
内
か
ら
窓
ガ
ラ
ス
が
飛
散
防

止
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
貼
る
。

　

自
宅
で
避
難
す
る
場
合
を
想
定

し
、
毛
布
・
寝
袋
、
災
害
用
調
理
器

具
、
食
料
、
水
、
簡
易
ト
イ
レ
な
ど

を
確
保
す
る
。

防
災
避
難
計
画　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
参
考
に
、
避
難
経
路
や
避
難
場
所

を
確
認
し
て
お
く
。
洪
水
、
津
波
な

ど
災
害
ご
と
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が

作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

手
元
に
な
い
場
合
や
出
か
け
た
先

で
も
、
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

国
土
交
通
省
の
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
台

風
の
発
生
や
接
近
し
た
時
、
豪
雨
の

時
の
た
め
に
備
え
て
、
時
系
列
で
防

災
避
難
計
画
「
マ
イ
タ
イ
ム
・
ラ
イ

ン
」
を
作
り
、
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ

や
避
難
場
所
な
ど
を
家
族
と
話
し

合
っ
て
お
く
。

流域雨量指数地域の
防災防災士の染谷吉明さん

避
難
促
す
根
拠
に
活
用

水
害
か
ら
命
を
守
る

市
街
地
で
も
浸
水
の
可
能
性

防
災
士
に

　
　
　
聞
く

氾
濫

　日頃から非常用持ち出し袋を用意しておきたい。日ごろ使っ
ている財布や携帯電話、家・車のカギなどともに持ち出そう。
ミルクやほ乳瓶、紙おむつなど、乳幼児や高齢者など家族や個
人の事情に合わせて準備する。災害や期間によっても変わるが、
いざというときにまず持ち出したい主なものは次の通り。

■食料品
飲料水・非常食
飲料水のペットボトルは２㍑１本より
200㍉㍑４本と小分けの方が飲みやすく
衛生的。
■生活用品
タオル・ウェットティッシュ・マスク・
ティシュペーパー・手指消毒用アルコー
ル・口腔ケア用品・生理用品・着替え・
救急医薬品・体温計・持病の薬・お薬手
帳のコピー・懐中電灯・ごみ袋・雨がっ
ぱ・軍手など

■貴重品
現金（小銭も用意）・通帳・印鑑・健康保
険証のコピーなど
■情報収集に使う
携帯ラジオ・携帯電話・充電器・モバイ
ルバッテリー・乾電池・筆記用具など
■その他
防災ずきん・ヘルメット・使い捨てカイ
ロ（冬）・冷却シート（夏）・ヘルメット・
簡易トイレなど

避難するときは、夜間は避け、明
るいうちに行動する。単独ではな
く二人以上での避難が望ましい。

◯服装
動きやすい服装に着替える。

リュックサック
荷物は両手が使えるよ
うリュックサックに入
れる。浮き具になる。

長靴よりスニーカー
水が入って歩きにくくなる
ので長靴は履かない。履き
なれたスニーカーなどの動
きやすい靴で移動する。

かさや杖
かさや杖があると障害物を
よけたり、足元を確認でき
たりする。

避難時の
ポイント

非常用持ち出し袋を用意しよう

緊
急
時
の
備
え

平
常
時
の
備
え

　水の中を歩くのは思っている以上に体
力を消耗する。流れがあると足元をすく
われやすい。染谷さんは「高齢者は体力
を過信しないこと」とアドバイスする。
　水位が上昇するなど避難が難しい場合
は、２階以上や少しでも高い、安全な場

所に避難する（垂直避難）。
　新型コロナウイルスの感染拡大が懸念
される中、分散避難が推奨されている。
避難所の密集を避け、安全が確保されて
いる知人や親類の家、民間宿泊施設など
の利用も考える。


